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         株式会社インテージ 
 

インテージが、プレミアムフライデー直前調査※1！ 

「奨励・実施することが決まっている」と答えた⼈はたったの 2.5 ％ 

―今後の施策次第では、消費拡⼤、経済効果に期待も！― 

 
 
株式会社インテージ（本社：東京都千代⽥区、代表取締役社⻑：⽯塚純晃、以下：インテージ）は、2017 年 2 

⽉ 24 ⽇（⾦）からスタートする経済産業省が官⺠連携体制で推進する「プレミアムフライデー」に関する意識
調査を実施しましたので、その結果をご紹介します。 
 

 
 

⽉末の⾦曜⽇に仕事を早く切り上げ、消費喚起や余暇促進を狙う「プレミアムフライデー」がいよいよ今⽉か
らスタートします。外⾷、旅⾏やホテル、鉄道など各社は、来る⽇に向けて、さまざまなキャンペーンを企画。
「プレミアムフライデー」に賛同し、ロゴマーク使⽤許可申請をする企業・団体数は、優に 1400 社を超えるな
ど盛り上がりをみせています。 

世間全般的に有職者※2 の帰宅時間が早まった場合、「⼀⽇約 1240 億円の経済効果がある※3」ともいわれてい
ますが、実際のところ、「プレミアムフライデー」を有効活⽤する予定の⽅はどれくらいいるでしょうか。街の
「リアルな声」聞いてみたくありませんか。 

そこでインテージでは、「プレミアムフライデー」スタート直前のこのタイミングで、京浜エリアに住む 20-50
代の⼀般有職者の⽅に、意識調査を実施しました。 
 
※1：調査実施時期：2017 年 2 ⽉ 3 ⽇(⾦)〜2017 年 2 ⽉ 6 ⽇(⽉) 
※2：1 ⽇ 7 時間以上勤務、かつ⾦曜に出勤している⼈を本調査では「有職者」と定義。 
※3：第⼀⽣命経済研究所チーフエコノミスト 永濱利廣⽒への BBC 取材参照 
http://www.bbc.com/japanese/features-and-analysis-38476649 

 

 

【ポイント】 

 2 ⽉上旬の時点で「プレミアムフライデー」実施することが決まっていると答えた⼈は全体の 2.5% ！今

後の普及は企業の後押しが鍵。 

 男性 20-30 代が「プレミアムフライデー」に最も肯定的。そのほか、⼥性 20-30 代も肯定的な割合が⾼

く、若年層を中⼼に広がる可能性。 

 「プレミアムフライデー」はプライベートな時間を有意義に、より充実させるきっかけとなりえる。今後の

施策次第では経済効果に期待も！ 
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本レポートに使⽤した当社調査データについて 
インテージのネットリサーチによる⾃主企画調査データ 
調査地域：京浜エリア（⼀都三県：東京、神奈川、千葉、埼⽟） 
対象者条件：20-59 歳の有職男⼥※ 

※スクリーニング調査でプレミアムフライデー認知者かつ勤務先でプレミアムフライデーを「推奨・実施することが決まっている」または 
「わからない」と回答者 
※1 ⽇ 7 時間以上勤務、かつ⾦曜に出勤している⼈（本調査では「有職」と定義） 
 

標本抽出⽅法：弊社「マイティモニター」より抽出、性年代別⼈⼝構成⽐にあわせてアンケート配信 
ウェイトバック： 
性年代別の有職者の構成⽐にあわせてウェイトバック集計 
標本サイズ：1469s 
調査実施時期：2017 年 2 ⽉ 3 ⽇(⾦)〜2017 年 2 ⽉ 6 ⽇(⽉) 
＊＊インテージのネットリサーチはマルチデバイス対応済み。PC でもスマホでも操作性がよく、回答傾向への影響を抑えています。＊＊ 

 
 

【株式会社インテージ】http://www.intage.co.jp 

 株式会社インテージ（本社：東京都千代⽥区、代表取締役社⻑：⽯塚純晃）は、「Create Consumer-centric 

Values 〜お客様企業のマーケティングに寄り添い、共に⽣活者の幸せを実現する」を事業ビジョンとして掲げ、

様々な業界のお客様企業のマーケティングに寄り添うパートナーとして、ともに⽣活者の幸せに貢献することを

⽬指します。⽣活者の暮らしや想いを理解するための情報基盤をもって、お客様企業が保有するデータをアクテ

ィベーション（活⽤価値を拡張）することで、⽣活者視点にたったマーケティングの実現を⽀援して参ります。 

 

【報道機関からのお問い合わせ】 

■株式会社インテージ 広報担当 

担当：千野（ちの）／石渡（いしわた） 

TEL：03-5294-6000 ／「お問い合わせフォーム」 http://www.intage.co.jp/contact/ 

 
【調査データに関するお問い合わせ】 
■株式会社インテージ ビジネスプラットフォーム本部 
担当：鈴⽊（すずき） 
TEL：03-5295-1562 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 


